
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月のことば                 

「ちゃんと生きるっていう事は、 

何でもない事をやるしかない」 
   （女優 樹木希林さんの言葉） 

＊何でもない日常。それを淡々とこつこつ継続してい

く、またはいけることがどれほど大切か。 

 

「負けたことがある」というのが 

いつか大きな財産となる     
 

1日延期で実施された柏原小学校の運動会。午後

からは降雨予想、翌日は台風接近という厳しい天気予

報でしたが、「子どもたちの頑張りをなるべく多くの

方に見て頂きたい。それには何とか3連休中に」とい

う思いの中、ＰＴＡ会長様と相談して決めさせていた

だきました。万が一の時には予行練習での徒競走・リ

レーの記録を得点化することにし、団体演技を先に行

う特別プログラムで始めました。 

幸い最後まで雨にも降られず、前日の雨でグランド

は適度に湿り、涼やかな風の吹く快適な運動会となり

ました。おかげさまで、と言うほかありません。子ども

たちの応援に駆けつけ、ご声援くださった地域の皆

様、ご家族の皆様、本当にありがとうございました。 

 

さて、この運動会で私が子どもたちに伝えためあ

ては二つです。一つは「健康に育った自分の成長をみ

てもらうこと」、もう一つは「自分たちの手で運動会

を創ること」。そのためにはスローガンにある「全力前

進」、つまり、何でも一生懸命にしなくちゃねと話しま

した。それぞれの学年なりの、その子なりの一生懸命

さでみんな頑張ったと思います。どうやったら、組別 

リレーに勝てるか、どうやったら、このダンスや組体操 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が美しく見えるか、どうやったら応援合戦で他の組に

勝てるか・・・・・・。 

特に応援合戦を指揮し、みんなを徐々にまとめてい

き、当日も声の限りを尽くした6年生のがんばりは、特

筆すべきです。何といっても初めて応援合戦を経験す

る1年生もいます。彼らに分かりやすく教え、歌も振り

付けもできるようにし、チームとしてまとめていくの

は大変なことだったでしょう。 

 青組。羽をつけた冠

のようなヘルメット、ラ

ストで空中に放り投げ

た青羽など、独創的で

面白いアイデアが生き

ていました。黄組。ダン

スの構成や歌の選曲も

とてもよかったと思い

ます。赤組。応援リーダ

ーたちのまとまりと元

気が練習の時から格別

に光っていました。 

 このリーダーたち

の必死の頑張りと練習

の様子を日々見てい

た私には、実を申せば

応援合戦の審査員は

全く苦しいものでし

た。しかも、その結果に

より優勝が決まるという局面に立たされて、悩み抜き

ました。それでも勝敗はつけなければならない。 

応援合戦にも徒競走にもリレーをはじめとする団体

競技にも勝ち負けは必然です。負けたら大いに悔しが

ってほしい。でも、きっと悔しい思いをした分だけ、そ

れが大きな財産ともなるでしょう。そんなことを感じ

ながら柏原小学校大運動会を終えました。 
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9/22柏原小学校運動会の5・6年生の団体演技。 

お互いの信頼と励ましの表れがここに。 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月の主な行事】 

１日（火）交通指導、安全点検、なかよしカーニバル 

２日（水）5年稲刈り（予備日7日） 

３日（木）山東部連合運動会 

 ４日（金） 〃   予備日、3年柏原の昔話 

７日（月）クラブ活動、口座振替日 

９日（水）3・4年お話会、2年生き生きサロン 

１０日（木）なかよし遊び 

１１日（金）6年校外学習（関ヶ原） 

 １３日（日）柏原区民運動会、大野木豊年太鼓踊り 

 14日（月）体育の日 

 15日（火）交通指導、さわやか集会、1年校外学習（ｸﾞﾘﾝﾊﾟｰｸ） 

 17日（木）山東部音楽会 

 18日（金）1・2年校外学習（彦根）、6年自転車交通安全教室 

 ２１日（月）クラブ活動、オープンスクール、家庭学習強調週間 

22日（火）即位礼正殿の儀 

２３日（水）1・2年お話会、子ども安全リーダー会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２5日（金）３年校外学習（ｺｸﾖ他） 

２９日（火）4年校外学習（琵琶湖博物館他） 

31日（木）なかよし活動 
 

М君の小さな優しさに大きく感動 
 

毎朝、プロジェクト委員会の子どもたちが挨拶運動をして

います。河内からのバスが来るまでに少し時間が空くので、

草むしりを頼むことがあります。6年生のМ君、何

も言わずに右の写真のようにある1本の

草だけ残して周りをきれいにむしってく

れました。その1本とは、黄色の花をつ

けたタンポポです。他の雑草と同じよ

うにはむしり取れなかったその優しい

気持ちに、私の胸の中に温かいものが流

れるのを感じました。 

見ているより実はずっと難しいんですよ、児童

会種目「大玉運び」。慌てず速く運ばなきゃね。 

 

 

本物の太鼓の音が聞こえてきそうな力強くも

可愛らしい子どもたちのばちさばき。１・２

年生の「柏小まつりだ！ わっしょい！」。 
 

 

 

組体操とヒット曲のダンスを組み合わせた３・４年生

の「パプリカ３７」。「せ～の！」の掛け声で決まる組

体操と楽し気に踊るダンスとのコラボが光りました。 
 

 

 

前半はＣＭにもなった曲に合わせた軽快なダンス、後半は工夫を凝らし

た組体操で構成された５・６年生の「流れ～新たな時代へ」。誰がどの位

置につくと立体が一番安定するかを自分たちで考えたようです。 

 

 

3年越しの願いが叶った柏原中学校吹奏楽部の演奏。中学生になった卒業生の堂々

たる姿と演奏のレベルの高さに驚き、子どもたちも憧れをもちました。 

柏小運動会「全力前進 優勝の道 つかみとれ」 

 



 


